
シニアライフから終活、相続までをカバーした『シニアライフ・ノート』が完成

シニアコンシェルジュ協会について

2015年11月設立。代表理事：大竹麻佐子
当協会の目的は、サポートを必要とするシニアの方を、シニアを含め
た 地域の人が支える仕組みの確立することにより、シニア世代がゆ
たかなシニアライフを過ごし、安心してエンディングを迎えられる社会の
実現を目指すことです。
この目的を達成するために、当協会は、「シニアコンシェルジュ」という
資格制度を運営しています。シニアコンシェルジュは、FP、弁護士、
税理士、社労士、葬祭ディレクターなど、シニアに関するプロが一体と
なって活動するための基盤を提供する制度です。

シニアコンシェルジュ憲章

私たちシニアコンシェルジュは、
• 相談者であるシニアの利益を常に最優先し
ます

• 知識と実務の探求に精進し、専門能力の
向上に努めます

• 組織として専門的なアドバイスを提案できる
ネットワーク構築を目指します

• シニアコンシェルジュの社会的信用の向上に
努めます

シニアライフから終活、相続といった問題の相談窓口となるシニアコンシェルジュ制度を運営
するシニアコンシェルジュ協会（東京都品川区）は、2016年4月に、協会オリジナルのエン
ディングノート『シニアライフ・ノート』(950円+税)の提供を開始しました。
シニアライフ・ノートは、エンディングのためのノートではなく、エンディングまでのシニアライフ
を考えるためのノートです。

各位
2016年4月4日

エンディングのことを考えるためには、シニアライ
フプランのことを考えておく必要があります。シ
ニアライフ・ノートでは、リタイアしてからエンディ
ングまでの期間のライフイベントを、ご自身で
考えていただけるように、「ライフプランボード」と
いうしくみを導入しました。
ライフプランボードは、ご自身でこれからのシニ
アライフを考え、気付きを得るためのしくみです。

 ライフプランボードの導入

 多様化する家族関係に対応

 本格的な資産リスト

近年家族関係が多様化し、従来の親族の
関係図を画一的に記載することが難しくなっ
てきました。
そこで、シニアライフ・ノートでは、多様な家族
関係に対応した記載ができるように配慮され
ています。

 葬送については自分の意思を記載

葬送関係については、ご自身で直接指図す
ることができません。そこで、どのような葬儀に
してほしいか、どのように供養してほしいかとい
う点について、自分の意思を伝えることができ
る記載内容になっています。
また、供養については、従来のお墓のみならず、
樹木葬、散骨などについても書いていただくこ
とができるようになっています。

資産の記録については、金融
資産や不動産について、相続
手続きに資するような記載内
容になっています。
残された遺族が、すみやかに
相続手続きに入れるように、
預貯金、株式・投資信託、生
命保険、年金保険、損害保
険、不動産、その他の資産に
分類して正確に記入できるよ
うになっています。

お問い合わせ
本件に関する照会は下記まで
ご連絡ください
シニアコンシェルジュ協会
担当：杉山
info@428c.org
0120-365-624
FAX 03-6700-6766
URL http://www.428c.org


